
■ 第2次富士市観光基本計画の基本コンセプト・目標内容の全体像

調査業務にて判明した内容

【富士市の立ち位置】 【富士市の強み・弱み、外部からの機会・脅威】

現状の把握と課題に対する分析・考察

富士市経済活動別総生産の増加将来目標（ＫＧＩ）基本コンセプト

課題解決
に向けた
視点

● 「富士市といえば○○」というシンボルとなるもの
を開発する。

● 観光（観光客）が、市の賑わいを産み出すチカラに
なることを市民に認識してもらう。

● 様々な場面で観光客と接する機会を創出して、事
業の売上に貢献するような仕組みをつくる。

● マーケティング視点を用いて創意工夫を施しなが
ら、市のプロモーション及び観光の情報発信をする。

● 観光に関する定性・定量調査を定期的に行い、現状
を常に把握する。

● 様々な観光データを集約・分析するデジタルツール
の導入により、実施主体者にリアルタイムで情報を

共有する。

目 標
ターゲットとニーズを明確化した
コンテンツの開発・磨き上げ

富士市内の事業者への観光を軸とした
活気・にぎわいの創出

情報発信方法の創意工夫
（ターゲットを明確化したプロモーション）

富士市の観光データを集計・分析をするデジタル
ツールの導入と、事業推進のための組織力強化

数値目標
（KPI）

● 富士市の観光交流客数
● 各旅行会社が催行する富士市内を組み込んだ
バスツアー誘客数（バス台数・参加者数）

● 富士ＩＣ、新富士ＩＣ、富士川SAスマートICの利用者数
● 新富士駅、富士駅の利用者数
● 来訪者の旅行消費額

● 富士市の認知度・来訪度の割合
● 富士山観光交流ビューローの年間PV数
● 富士山観光交流ビューロー公式SNSのフォロー数

● デジタルツール導入による、ツール利用者数
（アカウント取得者数）

● 「まちの駅」登録事業者数
● 富士市観光ボランティアガイドの会 会員数

施 策

【富士山の景観を活用】
No.１ 富士山ビューポイントの活用
No.２ 外国人観光客のニーズを取り入れた

富士山コンテンツの開発
No.３ 富士山を活用した写真コンテストの継続

【富士市ご当地グルメの磨き上げと特産品の活用】
No.４ 田子の浦しらすのブランドイメージ向上
No.５ 特産品を活用したメニュー・コンテンツの開発
No.６ 「富士ブランド」認定品の活用

【スポーツ交流の推進・拡充】
No.７ スポーツ大会、合宿、イベントの誘致
No.8 競技者と市民とのスポーツ交流の創出
No.9 プロスポーツチームの試合観戦者に対する

観光施策の実施

【観光スポットを拠点としたエリア開発】
No.１０ 岩本山公園の活用
No.１１ 田子の浦港の活用
No.１２ 富士総合運動公園の活用

【市内事業者と連携した産業の活用】
No.１３ 製紙業（二次産業）との連携
No.１４ 商店街との連携
No.１５ 農業・茶業・漁業（一次産業）との連携
No.16 交通事業者との連携
No.１７ 文化財・歴史資源の活用

【民間事業者同士による他業種連携への支援】
No.１８ 観光を軸とした事業者間連携における支援

【タビマエにおけるプロモーション】
No.１９ 観光情報の内容及び発信方法の整理・再構築
No.２０ 富士山登山ルート３７７６の活用
No.２１ メディアが撮影したロケ地の活用

【タビナカにおけるプロモーション】
No.２２ デジタル版パンフレットの制作
No.２３ 観光案内板の整備
No.２４ 外国人観光客のための多言語対応

【タビアトにおけるプロモーション】
No.２５ 特産品の販売強化
No.２６ 移住定住プロモーションとの連携強化

【観光データの集計及びデジタルツールの導入】
No.２７ 県外在住者に対する定性・定量調査の定期実施
No.２８ 観光データを扱うデジタルツールの導入

【事業推進のための組織力強化】
No.２９ 観光分野における市内事業者団体との連携強化
No.３０ 事業者のホスピタリティあふれる観光客への

“おもてなし”の向上
No.３１ 広域連携の強化

課 題 
富士市のイメージが「富士山がきれいに見える」に

留まっていること。
市内事業者が、「観光」は自身の事業内容と関係が
薄いと感じており、自分ゴト化していないこと。

必要な情報が、必要な人に、必要な時に届くような
情報発信の整備が不十分であること。

施策策定の根拠となる観光データを収集できる
環境が整備されていないこと。

富士市の抱える課題
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